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ヘッドライン　市民として必要な基礎・基本の化学XV 
児童・生徒・学生の「わからない」をどう教えているか
　近畿支部企画として，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，身近な疑
問を解決するようなヘッドライン記事を「市民として必要な基礎・基本の化学」の統一テー
マのもとに企画してきた。15 回目の今回も，昨年と同様に「人間（人格）形成と化学」の
視点に立って，副題『児童・生徒・学生の「わからない」をどう教えているか』を設定し，
さまざまな教育現場での多様な思考ならびに実践について紹介する。
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真空保存容器を使った演示実験 宮本一弘
極性溶媒と無極性溶媒の性質の比較 渡辺真伍
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次号ヘッドライン 演示実験授業の実践例

　秋田大学は，国際資源学部，教育文化学部，医学部，理工学部の 4学部及び大学
院 4研究科を有する総合的な教育研究体制のもと，最先端の教育研究を行い，地域
の核となり世界をリードする教育研究拠点としての役割を果たしています。写真の
建物は，地球と資源に関する様々な分野の資料や標本を扱う大学院国際資源学研究
科の附属施設です。常時公開中の展示棟では，様々な色と形の鉱物・鉱石，珍しい
岩石や化石を多数展示しているほか，資源開発の流れと鉱山技術について実機と精
密模型でわかりやすく解説しています。

表紙の言葉　秋田大学大学院国際資源学研究科附属鉱業博物館


